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問１ ① 帰無仮説

対立仮説

② 標本数
単位

標本平均 cm

標準偏差 cm

③ Ａ

Ｂ

Ｃ

問２ ① 帰無仮説

対立仮説

② Ａ池の魚 Ｂ池の魚
標本数 標本数

単位 単位
標本平均 kg 標本平均 kg

標準偏差 kg 標準偏差 kg

③ Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

このカエルのジャンプの距離の母平均が42cmである

このカエルのジャンプの距離の母平均が42cmでない

100

39.5

13.5

0.068 p-値の計算の時に代入する平均，標準偏差はできる
だけ四捨五入をしないものを入れること

されない

42cmでないとはいえない

2つの池の魚の体重の母平均は同じである

2つの池の魚の体重の母平均は異なる

100 100

異なる

されない

異なるとはいえない

4.93 5.06

0.49 0.42

0.041

される



適当なセルへコピーして使用してください．

１．ある決まった平均に対する検定

標本数 100
標本平均 39.54
標本標準偏13.45657
母平均 42

有意確率p 0.067534

２．２つの独立した母集団から得た２つの標本平均についての検定

標本平均A 4.925
標準偏差A 0.493146
標本数A 100
標本平均B 5.0576
標準偏差B 0.423058
標本数B 100

有意確率p 0.041271

標本数，標本平均，標本標準偏差，帰無仮説で取り上げた母平
均を入力すると信頼区間を計算するように以下のシートは作っ


